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令
和
４
年
10
月
11
日
、
12
日

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入

埼
玉
県
飯
能
市
議
会

　
飯
能
市
議
会
は
、
議
会
改

革
の
一
環
と
し
て
平
成
24
年

４
月
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

令
和
４
年
８
月
１
日
、
２
日

第
２
回
市
町
村
議
会
議
員

特
別
セ
ミ
ナ
ー

全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所

　
日
々
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ

り
ゆ
く
国
内
外
の
情
勢
の
中

で
、
①
政
策
に
強
い
議
会
を

つ
く
る「
論
議
す
る
議
員
・

役
立
つ
議
会
」、
②
市
町
村

に
お
け
る
脱
炭
素
の
あ
り
方
、

③
人
口
減
少
時
代
に
お
け
る

地
方
創
生
を
進
め
る
ポ
イ
ン

導
入
を
決
定
、
こ
の
分
野
の

国
内
最
先
進
議
会
で
あ
る
。

　
環
境
配
慮
行
動
推
進
と
し

て
紙
使
用
量
削
減
を
図
る
た

め
、
全
議
員
と
執
行
部
幹
部

職
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

導
入
。
会
議
の
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
、
議
会
内
情
報
伝
達
、

危
機
管
理
上
の
緊
急
連
絡
、

事
務
の
効
率
化
等
を
実
現
。

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
の
推
進

内
閣
官
房
審
議
官

内う
ち
だ田
幸ゆ
き
お雄
氏

ト
、
④
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
基
本

と
議
会
の
役
割
等
、
さ
ま
ざ

ま
な
行
政
課
題
に
つ
い
て
学

ん
だ
。

令
和
４
年
10
月
11
日
～
13
日

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る

議
会
の
役
割

全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所

　

人
口
減
少
が
深
刻
化
し
、

高
齢
者
人
口
が
ピ
ー
ク
を
迎

え
る
２
０
４
０
年
頃
に
か
け

て
顕
在
化
す
る
地
方
行
政
の

諸
課
題
に
つ
い
て
と
、
自
治

体
戦
略
２
０
４
０
構
想
研
究

　
「
全
国
ど
こ
で
も
誰
も
が

便
利
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
社

会
」を
目
指
し
て
本
構
想
を

定
め
、
推
進
を
展
開
。
デ
ジ

タ
ル
は
地
方
の
社
会
課
題
解

決
の
鍵
で
あ
り
、
新
し
い
価

値
を
生
み
出
す
源
泉
。
内
閣

府
は
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
を

急
速
に
整
備
し
、
官
民
双
方

で
地
方
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
積

極
的
に
推
進
す
る
考
え
。

　
本
町
で
も
地
域
の
個
別
課

題
解
決
等
に
本
構
想
を
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

会
の
報
告
等
も
踏
ま
え
、
目

指
す
べ
き
地
方
行
政
の
姿
に

つ
い
て
講
義
を
受
け
た
。

親
和
会

清
流
会

　

会派名 交付額
（A）

支出額
（B）

内　訳 町への
返還額

（A）－（B）
調査
研究費 研修費 広報

広聴費 会議費 資料
作成費

資料
購入費

親和会（４人） 240,000 240,000 80,200 159,800 0 0 0 0 0
清流会（４人） 240,000 133,860 133,860 0 0 0 0 0 106,140
公明党東浦（２人） 120,000 78,946 78,946 0 0 0 0 0 41,054
庶民倶楽部（山田眞悟） 60,000 60,000 50,028 0 0 0 0 9,972 0
高志会（田﨑守人） 60,000 0 0 0 0 0 0 0 60,000
ひがしうらの風
（長屋知里）（４～２月） 55,000 25,629 18,150 0 0 0 0 7,479 29,371

小松原英治（４～２月） 55,000 0 0 0 0 0 0 0 55,000
日本共産党ひがしうら
（杉下久仁子） 60,000 22,200 0 15,000 7,200 0 0 0 37,800

大川　晃 60,000 60,000 55,750 0 0 0 0 4,250 0
合　計 950,000 620,635 416,934 174,800 7,200 0 0 21,701 329,365

活動期間：令和４年４月１日～令和５年３月31日

（円）

政務活動費とは？
報告します！
政務活動費

　町政の課題および町民の意思を町政に反映させる活動等に必
要な経費の一部を補助するために町から支払われる費用のこと
です。本町では条例により、毎年度、会派の所属議員１人あたり月
5,000円を交付しています。
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令
和
４
年
11
月
７
日

「
ペ
ル
ソ
ナ
」を
活
用
し
た

人
口
減
少
対
策広

島
県
福
山
市

　
人
口
減
少
対
策
に
ペ
ル
ソ

ナ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
導
入

し
て
い
る
福
山
市
を
視
察
し

た
。「
ペ
ル
ソ
ナ
」と
は
、
商

品
開
発
等
で
活
用
す
る
典
型

的
で
象
徴
的
な
ユ
ー
ザ
ー
像

で
あ
る
。
人
口
減
少
対
策
に

お
い
て
、「
ペ
ル
ソ
ナ
」を
実

令
和
４
年
10
月
12
日

議
員
が
守
る
べ
き

政
治
倫
理
と
は

地
方
議
会
セ
ミ
ナ
ー

オ
ン
ラ
イ
ン
受
講

　
講
師
…（
株
）地
方
議
会

　
総
合
研
究
所
代
表
取
締
役

　
廣ひ
ろ
せ瀬　
和か
ず
ひ
こ彦
氏

　
現
在
の「
東
浦
町
議
会
議

員
の
政
治
倫
理
に
関
す
る
条

例
」は
適
切
に
運
用
で
き
る

の
か
、
自
律
性
の
確
保
や
住

令
和
４
年
７
月
20
日
、
21
日

自
治
体
決
算
の
基
本
と
実
践

全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所

　
武
庫
川
女
子
大
学
経
営
学

部
の
金か
ね
﨑さ
き
健け
ん
た
ろ
う

太
郎
教
授
か
ら

「
自
治
体
決
算
の
意
義
と
審

査
の
ポ
イ
ン
ト
」地
方
公
共

団
体（
官
庁
会
計
）と
民
間
企

業（
企
業
会
計
）と
の
違
い
を

学
ん
だ
。
決
算
を
用
い
た
財

政
診
断
、
各
自
治
体
の
公
表

や
総
務
省
の
公
表
等
、
財
政

令
和
４
年
５
月
９
日
～
13
日

新
人
議
員
の
た
め
の

地
方
自
治
の
基
本

令
和
４
年
７
月
４
日
、
５
日

世
界
情
勢
か
ら

わ
が
ま
ち
の
未
来
を
つ
く
る

令
和
４
年
８
月
８
日
～
10
日

地
方
議
員
の
た
め
の

政
策
法
務

全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所

　
議
員
と
し
て
の
ス
キ
ル
を

得
る
た
め
に
幅
広
く
多
く
の

在
す
る
人
物
の
よ
う
に
仮
設

す
る
こ
と
で
、
戦
略
の
方
向

性
や
具
体
的
な
取
り
組
み
を

立
て
や
す
く
す
る
。
さ
ら
に

人
生
の
節
目
と
な
る
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
９
つ
の

「
ペ
ル
ソ
ナ
」を
組
み
合
わ
せ
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
る
。

　
人
口
減
少
対
策
の
根
拠
と

な
る
デ
ー
タ
の
収
集
、
分
析

を
京
都
大
学
、
日
立
製
作
所
、

各
種
団
体
等
と
連
携
し
て

行
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的

で
あ
る
。
ま
た
、
費
用
面
で

民
の
審
査
請
求
基
準
は
適
切

か
と
の
考
え
か
ら
受
講
し
た
。

講
義
内
容
は
、「
な
ぜ
政
治

倫
理
条
例
が
必
要
な
の
か
」

と
い
う
原
点
か
ら
、
現
在
の

情
勢
を
踏
ま
え
た
政
治
倫
理

基
準
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
解
説

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
審
査
請
求
基
準
は
、

住
民
監
視
等
の
制
度
の
趣
旨

か
ら
、
原
則
住
民
１
人
以
上

で
可
能
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
東
浦
町

の
基
準（
選
挙
権
を
有
す
る

法
の
観
点
か
ら
の
講
義
を
受

け
た
。
ま
た
、
静
岡
県
立
大

学
経
営
情
報
学
部
小こ
に
し西
敦あ
つ
し

教
授
か
ら「
行
政
評
価
等
を

活
用
し
た
決
算
審
査
」行
政

評
価
等
を
議
員
と
し
て
ど
う

活
用
す
る
か
の
講
義
を
受
け

た
。
評
価
法
の
目
的
規
定
な

ど
、
そ
も
そ
も
論
を
学
ん
だ
。

令
和
４
年
８
月
25
日
、
26
日

住
民
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

～
対
話
と
発
信
力
の
向
上
～

全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所

研
修
に
参
加
し
た
。

　
３
年
間
の
議
員
経
験
を
基

に
、
新
人
議
員
向
け
の
５
日

間
研
修
に
参
加
。

　
政
策
法
務
で
は
、
空
家
条

例
を
実
際
に
作
成
し
て
講
師

に
品
評
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
出
来
た
。

　
４
年
間
の
積
み
重
ね
に
よ

り
、
全
国
26
人
目
の

「
Ｊ
Ｉ
Ａ
Ｍ
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」（
＝
市
区
町

村
等
の
職
員
・
議
員
を
対
象

と
し
、
市
町
村
に
お
け
る

ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強

も
民
間
、
国
の
交
付
金
、
補

助
金
等
を
活
用
し
て
い
る
。

　
行
政
規
模
の
違
い
は
あ
る

が
、
数
々
の
取
り
組
み
で
参

考
と
な
る
も
の
も
あ
り
、
有

意
義
な
視
察
と
な
っ
た
。

者
の
１
０
０
分
の
１
）は
厳

し
い
の
で
は
な
い
か
等
の
疑

問
点
に
も
気
づ
く
こ
と
が
で

き
、
よ
り
良
い
も
の
へ
改
正

し
て
い
け
る
よ
う
検
討
が
必

要
で
あ
る
と
認
識
で
き
る
講

義
で
あ
っ
た
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人
学
習

学
協
会
代
表
理
事
本ほ

ん
ま間
正ま
さ
と人

氏
よ
り
人
間
に
影
響
を
与
え

る
信
頼
関
係
等
の
講
義
を
受

け
た
。

化
を
目
指
し
、
地
域
に
お
け

る
公
共
的
な
活
動
の
中
核
を

担
え
る
人
材
の
育
成
を
目
的

と
し
て
実
施
し
て
い
る
制

度
）の
認
定
を
受
け
る
こ
と

が
出
来
た
。

公
明
党
東
浦

日
本
共
産
党
ひ
が
し
う
ら

杉
下
久
仁
子

庶
民
倶
楽
部

山
田
眞
悟

無
所
属

大
川
　
晃

▲他市町議員と合同視察


